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レポートボックス１ー１　応用線形代数

1. （正方かつ）Hermite行列A ∈ Cn×nに対して

(a) ∥A∥2 = max
1≤j≤n

|λj |

(b) ∥A∥F =

√√√√ n∑
j=1

λ2
j

であることを示せ．

2. 次の 1× 2行列 (1 3)の特異値分解を一つ求めよ．

11


